
 

【山口市教育委員会からのお知らせ】  

就学援助の手続きはお済みですか？ 
 就学援助の申請を考えておられる場合は、令和 6 年４月３０日（火）までに申請してくださ

い。これまで就学援助を受給されていた方も新たに申請が必要となります。今年度より申

請方法に電子申請を追加しましたので、ご活用ください。 

申請が遅れますと、４月分からの就学援助費が支給されないこともありますのでご了承

ください。お早めの手続きをお願いします。 

〈問合わせ 山口市学校教育課（０８３-９３４-２８６２）〉 
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久々に、桜が満開の中、新年度がスタートしました。新しいスタッフを迎え新生湯田中

学校の船出です。本年度山口市立白石中学校より着任いたしました校長の松野下 真です。

どうぞよろしくお願いいたします。学校の安心･安全を最優先にし、学校運営を行っていき

ます。山口市立湯田中学校の勤務は初めてとなりますが、地域を回りながら、学校と家庭

と地域をつなぎ、勢いのある学校にしていきたいと思います。1 年間よろしくお願いいた

します。 

 

新しく着任された先生方の紹介 年度末の人事異動で下記の先生方をお迎えしました。 

○ 校   長   松野下   真  山口市立白石中学校から 

 ○ 教   諭   大 谷 浩 子  山口市立大内中学校から 

 ○ 教   諭   末 髙 健 志  山口市立大内中学校から 

 ○ 教   諭   藤 永 賢 吉  山口市立小郡中学校から 

 ○ 教   諭   古 谷   咲  山口市立秋穂中学校から 

 ○ 教   諭   秋 好 佑 哉  山口市立二島中学校から 

 ○ 教   諭   志 賀 真梨子  山口市立白石中学校から 

 ○ 事 務 主 任   藤 井   梢  山口市立平川小学校から 

 ○ 非常勤講師   山 本 順 一  山口市立白石中学校から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面には、令和 6年度山口市立湯田中学校入学式での校長式辞を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年 4月 10日 湯田中学校便り 第１号 

〒753-0065 山口市楠木町 7番 1号 

℡083-922-1189 Fax083-922-1202 

発行者 校長 松野下  真 

山口市立湯田中学校-トップページ (fureai-cloud.jp) 
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《校長式辞》 

 新緑が輝きを増し、すがすがしい春の風が吹き抜けていく今日の佳き日に、一二〇名

の希望に満ちた新入生の皆さんを湯田中学校に迎えることができ、まことに慶びに耐え

ません。さて、新入生の皆さん、六年間の小学校生活を終え、希望と不安を胸に、本日、

湯田中学校の門をくぐって来たことと思います。この三年間は、成長し、学び、将来の

道を歩んでいく上で、重要な時間です。ここでの時間は、学ぶだけでなく、友達を作り、

価値ある経験を積む機会でもあります。学びの場でありながら、自分自身を表現し、自

己肯定感を高める場でもあるのです。どうか、今の目標や願いを忘れず充実した毎日を

過ごしてください。 

 今日の晴れ晴れした皆さんの姿は、これまで皆さんの健やかな成長を願い、慈しみ、

育んでこられた保護者の方々をはじめ、小学校において御指導くださった先生方や地域

の方々など、多くの方々のお陰によるものです。こうした方々への「感謝の心」も持ち

続けてください。 

さて、大きな夢や希望をもって入学する皆さんに大切にしてほしいことを２つお話し

します。 

 一つ目は、将来の「夢」や「目標」をもつということです。「自分のやりたいことは何

か」「自分の好きなことは何か」「自分にできることは何か」をあらゆる場面で 問い続け

て下さい。夢や目標は、時に挫（くじ）けそうになる心を支え、大きな勇気を与えてく

れます。 

 二つ目は、「凡事徹底（ぼんじてってい）」です。この言葉は、パナソニック（旧社名：

松下電気器具製作所）を一代で築き上げた経営の神様と呼ばれている松下幸之助さんが

頻繁に使われていた言葉です。あたり前のことをあたり前にやるという意味の「凡事徹

底」を、学校生活の中で具体的に考えてみると、「時を守り、場を清め、礼を正す」とい

うことです。「時を守り」とは時間を守ることです。「場を清める」とは、掃除や整理整

頓をしっかりとやることです。「礼を正す」とは、あいさつや返事をしっかりとするとい

うことです。こうした一見「あたり前のこと」を継続し、一つひとつ積み重ねていくこ

とが、皆さんの心の成長や学力の向上につながると考えています。先輩とともに「あた

り前のことがあたり前にできる」学校を創っていきましょう。 

 終わりになりましたが、保護者の皆様、本日は、お子様の入学に際し、お喜びもひと

しおのものがあろうかと存じます。心からお祝い申し上げます。 

 本日より、大切なお子様をお預かりさせていただきますが、お子様の「自立」や「健

やかな成長」のためには、学校と家庭がそれぞれの役割を果たしながら、共に連携させ

ていただくことが何よりも大切と考えます。微力ではありますが、全教職員が一丸とな

り、「丁寧に思いを聴き」そして、「誠実に思いを伝える」ことを心がけていきます。  

 お子様の事を大切に思うからこそ、時には厳しく、そして誠実に、丁寧に、お子様の

成長のために精一杯努めてまいりますので、どうか、御理解・御協力のほどをよろしく

お願い申し上げます。 

 最後に、本日入学された生徒の皆さんの中学三年間が実り多きものになるよう心から

祈念し、式辞といたします。 

令和六年四月八日      山口市立湯田中学校 校長 松野下 真 

 


